
代進エース（昭島校）・エース２（高麗川校）

拝島校・福生校・河辺校・武蔵村山校・瑞穂校・小川校・狭山ケ丘校・武州長瀬校・上北台校・武蔵増戸校・町田木曽中原校・
八王子楢原校・多摩境西校・東秋留校・高幡不動東校・高萩校・堀之内校・若葉台校・上溝校・横山台校・千代田校・大野台校

都立代進ゼミ都立代進ゼミ学年・目標別コース設定のクラス授業 クラスの仲間と競い合いながら
学力を高めていきます。 受験のプロが

徹底個別指導!!
学生講師と「質」が違います!

クラスと個別の長所を併せ持った塾の進化形。

（本部）TEL.042-544-5499（代）

クラス授業
個別指導

●代進グループ各校舎は、
　すべて「代々木進学ゼミナール」の本部直営です。
※代々木進学ゼミナールではしつこい電話勧誘は一切おこなっておりません。※代々木個別指導○○と名乗る団体とは一切関わりはございません。

金子校・立川校・青梅新町校・玉川上水校・町田常盤校・武蔵村山西校・多摩境校・
武蔵砂川校・たかの台校

武蔵藤沢校・多摩境西校・東秋留校・高幡不動東校・高萩校

町田根岸校・東大和向原校・秋川校・
青梅長渕校・青梅大門校・八王子中野校・
西立川校・小作校

詳しくは 代進ゼミ 検索

受付時間
AM10：00～
PM8：30
（月～土）

土曜日午後１:３０～
午後４:0０～
午後６:0０～

平日 午後４：0０から
も随時受付中!!
※事前にお問い合わせください。

毎
週

個別学習
カウンセリング 0120-331-476

お問い合わせは

YOYOGI  SHINGAKU  SEMINAR
代　　　　　々　　　　　木　　　　　進　　　　　学　　　　　ゼ　　　　　ミ　　　　　ナ　　　　　ー　　　　　ル　　　　　教　　　　　育　　　　　ニ　　　　　ュ　　　　　ー　　　　　ス

vol.47

E DUC AT I O N NE W S

（１）

〒183-8534  東京都府中市朝日町3-11-1 TEL：042-330-5179

オープンキャンパスオープンキャンパス
7月27日（土）
10:00～17:00
11月23日（土・祝）
11:00～16:00

（外語祭〈文化祭〉期間中）

教
育
対
談

学
長
対
談
シ
リ
�
ズ
第
28
回

2013
　

昨
年
、60
年
以
上
続
い
た「
外
国
語
学
部
」一
学
部
を「
言
語
文

化
学
部
」と「
国
際
社
会
学
部
」の
二
学
部
に
す
る
と
い
う
大
改

革
を
行
っ
た
東
京
外
国
語
大
学
。亀
山
郁
夫
前
学
長
を
引
き
継

ぎ
、４
月
か
ら
立
石
博
高
学
長
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

就
職
・
転
職
支
援
の
日
経
Ｈ
Ｒ
は
、今
年
も「
学
生
生
活
充
実

度
調
査
」を
実
施
し
た
。東
京
外
国
語
大
学
は
、「
就
業
力
」（
就
職

後
に
伸
び
る
能
力
）を
育
て
る
大
学
の
ト
ッ
プ
に
輝
い
て
い
る

（
３
年
連
続
）。

　

学
部
の
改
編
か
ら
１
年
、大
学
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。ま
た
、立
石
新
学
長
は
ど
の
よ
う
な

大
学
づ
く
り
を
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

2013年　夏季号
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教務部　高谷教務部　高谷教務部　高谷教務部　高谷

グ
ロ
ー
バ
ル

　
　
　

人
材
の
育
成

嶋
田　

立
石
先
生
、学
長
就
任
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。先
生
は
こ
れ

ま
で
副
学
長
と
し
て
亀
山
前
学
長
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、学

長
に
お
な
り
に
な
り
、東
京
外
国
語

大
学
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
大
学

に
し
て
い
こ
う
と
お
考
え
で
す
か
。

立
石
　
は
い
。昨
今
、産
官
学
の
各
方

面
か
ら「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」

が
唱
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、東
京

外
国
語
大
学（
東
京
外
大
）の
使
命
は

ま
さ
に
こ
れ
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。２
１
世
紀
に
入
り
、国
内
市
場
と

海
外
市
場
の
境
目
が
な
く
な
る
、国

境
を
越
え
て
人
と
物
が
大
規
模
に
移

動
す
る
な
ど
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」が

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
経
済
・
社
会
・

文
化
が
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
巻
き

込
ま
れ
る
と
い
う
状
況
の
中
、物
事

へ
の
対
処
に
は
、あ
た
か
も
鳥
が
空

か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
、物
事
の
全

体
像
を
地
球
規
模
で
捉

え
、的
確
な
判
断
を
下

す「
俯
瞰
的
視
野
」

を
も
つ「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら

で
す
。

石
川
　
昨
年
、新
制
大
学
と
な
っ
た

1
9
4
9
年
以
来
続
い
て
き
た「
外

国
語
学
部
」一
学
部
体
制
を「
言
語
文

化
学
部
」と「
国
際
社
会
学
部
」の
二

学
部
体
制
に
す
る
と
い
う
大
き
な
学

部
改
編
を
さ
れ
ま
し
た
。前
学
長
の

亀
山
先
生
に
よ
れ
ば
、今
春
の
入
試

結
果
を
見
て「
言
語
文
化
学
部
と
国

際
社
会
学
部
の
間
に
ど
ん
な
差
異
化

が
生
じ
る
か
。不
安
材
料
も
あ
れ
ば
、

逆
に
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
デ
ー
タ
も

出
て
き
た
。し
か
し
、入
試
結
果
は
概

ね
私
の
気
持
ち
を
穏
や
か
に
し
て
く

れ
た
。」（
東
京
外
語
会
会
報
6
月
1

日
号
）と
の
こ
と
で
す
が
、先
生
は
ど

う
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

学
部
改
編
の
実
質
化

立
石
　
そ
う
で
す
ね
。今
回
の
学
部

再
編
は
、高
い
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
誇
っ

て
き
た
東
京
外
大
の
伝
統
が
大
き
く

後
退
し
て
い
る
と
の
強
い
危
機
感
が

契
機
と
な
り
断
行
さ
れ
ま
し
た
。私

の
任
期
４
年
間
の
最
大
の
課
題
は
亀

山
前
学
長
の
も

と
で
実
現
さ
れ

た
学
部
改
編
の

実
質
化
で
あ
る

と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
東
京
外
大
の
使
命
は「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
」で
す
。し
か
し
そ
の

人
材
は
、か
つ
て
の
よ
う
な
あ
る
種

の
多
国
籍
企
業
の
た
め
の
資
源
収
奪

型
活
動
の
先
兵
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。亀
山
前
学
長
が
強
調
さ
れ
た

よ
う
に
、「
国
内
外
に
お
け
る
多
言
語

多
文
化
共
存
の
た
め
に
貢
献
す
る
」、

そ
し
て「
地
球
社
会
に
お
け
る
共
存
・

共
栄
に
寄
与
す
る
」人
材
で
あ
る
べ

き
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
私
は
、本
学
の
学
生
た
ち

に
こ
う
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
地
球
社
会
と
地
域
社
会
に
根
ざ

し
て
、考
え
行
動
し
よ
う
！（T

hink 
a
n
d
 A
c
t G

lob
a
lly
 a
n
d
 

Locally! 

）」。本
学
に
入
学
し
た
学

生
は
、選
択
す
る
地
域
言
語
科
目
や

グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
と
し
て
の
英
語
科

目
の
修
得
に
加
え
て
、グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
お
い
て
生
活
を
営
む
う
え
で

必
要
な
総
合
的
か
つ
地
球
規
模
的
な

知
識
で
あ
る「
世
界
教
養 G

lobal 
Liberal A

rts
」を
身
に
つ
け
ま
す
。

そ
の
後
、地
球
社
会
と
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
社
会
で
生
じ
て
い
る
諸
課
題
に

取
り
組
む
た
め
の
専
門
知
識
を
、「
言

語
文
化
学
部
」と「
国
際
社
会
学
部
」

の
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
コ
ー
ス
、合
わ

せ
て
６
つ
の
専
門
コ
ー
ス
で
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　

英
語
教
育

高
谷
　
私
は
小
学
校
時
代
に
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。通
っ
て

い
た
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
ア
ト

ラ
ン
タ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
で
は
、

標
準
ク
ラ
ス
と
上
位
ク
ラ
ス
に
レ
ベ

ル
が
分
け
ら
れ
、生
徒
一
人
ひ
と
り

の
能
力
を
引
き
出
す
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
こ
と
は
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

立
石
　
東
京
外
大
で
は
学
部
の
改
編

に
合
わ
せ
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｇ
Ｌ
Ｉ

Ｐ
）」と
い
う
も
の
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
で
あ
る
英

語
を
少
人
数
教
育
で
徹
底
し
て
鍛
え

上
げ
る
も
の
で
、昨
年
か
ら
新
た
に

加
え
た
ベ
ン
ガ
ル
語
を
含
め
、
14
地

域
27
言
語
の
ど
の
言
語
を
学
ぼ
う

と
、英
語
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は

４
年
間
で
完
全

に
身
に
つ
け
て

も
ら
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。こ
れ

は
、英
語
を
学
ぶ「
英
語
科
目
」

と
英
語
で
国
際
教
養
を
身
に

つ
け
る「
英
語
に
よ
る
科
目
」に
分
か

れ
ま
す
。

　

ま
た
本
学
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ

ア
が
８
６
０
点
以
上
の
学
生
も
結
構

お
り
、こ
う
し
た
学
生
た
ち
に
適
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
中
で
す
。こ

れ
は
２
０
１
１
年
に
開
設
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。海
外
の
企
業
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
て
講
義
を
し
、参
加
者
が
英
語

で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
と
い
う
も
の

で
、非
常
に
刺
激
的
な
内
容
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
　
家
に
は
高
２
の
男
の
子
、高

１
の
女
の
子
、小
３
の
女
の
子
が
お

り
、塾
で
は
子
ど
も
た
ち
が
高
谷
先

生
に
英
語
を
教
え
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。高
谷
先
生
は
、日
本
の
英
語
教
育

は
英
語
を
理
解
す

る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
、

外
に
向
け
て

英
語
で
発
信
す

裏
面
へ
続
く

●立石 博高………（東京外国語大学長）
●五十嵐 里江…………（塾生母親代表）
●佐藤 幸子……………（塾生母親代表）
●嶋田 弘尊………（代進グループ代表）
●石川    智……（代進グループ教務部）
●高谷    剛……（代進グループ教務部）

……ご列席者（敬称略）……
たていし ひろたか

　1951年 神奈川県生まれ。東京外国語大学
外国語学部スペイン語学科卒業。1978年 東
京都立大学大学院人文科学研究科史学専
攻修士課程終了。1987年 同志社大学商学
部助教授。1992年 東京外国語大学外国語
学部助教授、1995年 同教授。2002年 大学院
地域文化研究科長（2006年3月まで）、2009
年 附属図書館長（2011年3月まで）、2011年 
東京外国語大学 副学長（2013年3月まで）、
2013年 東京外国語大学長（現在に至る）。
　専門は西洋史・スペイン地域研究。著書に
『スペイン歴史散歩―多文化多言語社会の
明日に向けて』（行路社）、『世界の食文化 14 
スペイン』（農文協）など。

立石　博高　プロフィール

http://yoshin-zemi.com

言語文化学部　国際社会学部

●全体説明会
　 （学部概要・入試概要の説明）　
●入試説明会
●個別相談会
　 （入試・カリキュラム・留学・
　 就職・学生相談）
●体験授業

小さいときの異文化体験が
将来の可能性を大きく拡げる！
東京外国語大学＆早稲田大学が全面協力！！
東京外国語大学＆早稲田大学が全面協力！！
東京外国語大学＆早稲田大学が全面協力！！東京外国語大学＆早稲田大学が全面協力！！

生徒母親代表　佐藤さん生徒母親代表　佐藤さん生徒母親代表　佐藤さん生徒母親代表　佐藤さん

生徒母親代表　五十嵐さん生徒母親代表　五十嵐さん生徒母親代表　五十嵐さん生徒母親代表　五十嵐さん

留学生と過ごす留学生と過ごす

定員間近！ お急ぎお申込ください！

お申込
締め切り

まで
7月末日

■期間：８月５日～１０日 ■対象：小４～高３

代進だからできる！代進だからできる！代進だからできる！代進だからできる！ 5泊6日の
体験合宿
 5泊6日の
体験合宿
 5泊6日の
体験合宿
 5泊6日の
体験合宿

夏期合宿夏期合宿夏期合宿夏期合宿

都立高校合格のために徹底的に研究しました。

まだ
間に合い
ます!!夏期講習

3ステップで絶対に力をつける!!3ステップで絶対に力をつける!!

大好評! 都立入試に特化した「都立代進ゼミ」続々OPEN!!大好評! 都立入試に特化した「都立代進ゼミ」続々OPEN!!
町田根岸校・東大和向原校・秋川校・青梅長渕校・青梅大門校・八王子中野校・西立川校・小作校

『ライブ授業にこだわって37年!』の取り組みが評価されました！
 代々木進学ゼミナールは

都立高校の
土曜授業を
担当しています!!

 代々木進学ゼミナールは

都立高校の
土曜授業を
担当しています!!小平西高校授業風景小平西高校授業風景

公立高校との
太いパイプ！
他塾に先駆け
都立高校での
土曜授業
スタート！

公立高校との
太いパイプ！
他塾に先駆け
都立高校での
土曜授業
スタート！

7/21～7/277/21～7/27
6日間（7/25休講）6日間（7/25休講）

Ⅰ期

6日間（7/30休講）6日間（7/30休講）
7/28～8/37/28～8/3
Ⅱ期

6日間6日間
8/5～8/108/5～8/10
Ⅲ期

6日間（8/22休講）6日間（8/22休講）
8/18～8/248/18～8/24
Ⅳ期

※「夏の一本勝負」・「クラス授業６日間」・「個別指導200分」の３コースの併用はできません。どれか1つをお選びください。

夏の一本勝負
学校の教科書の復習＆予習、わからない点を徹底的に指導します!!
中1
中2

100分×6日間
10,000円

クラス授業
※教材費として1,000円/1科目が必要となります。
6日間 無料!!

個別指導
※教材費として1,000円/1科目が必要となります。
200分 無料!!

学習個性診断テスト無料!!アナタの学習個性をチェックしませんか？

学習個性に合わせた指導ができると伸び方が全く違います!!

「代進」を体験しよう!!「代進」を体験しよう!! 夏のお試しコース
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☎042-559-1210

☎042-553-9671 ☎0428-23-7323

八王子市堀之内2-1-10 1F

町田市根岸2-26-26 2F

昭島市松原町4-12-8　
慶ビル2・3F

所沢市狭山ヶ丘１-2980-3
ミカシマビル3F

立川市羽衣町2-32-4
ベル西国立1F

昭島市東町1-16-37 
オーエムビル1F

東大和市桜が丘4-43-1
中村第1ビル3F･4F

町田市小山町1153-7
萩原第２ビルC 2F

町田市常盤町3179-7
栄ビル

武蔵村山市残堀5-131-3
マンション川嶋1F

立川市一番町4-19-1
サンビルディング山本102青梅市新町8-29-6 入間市大字南峯420-6

あきる野市小川６１９-１
森田ビル１Ｆ

日野市三沢3-7-4
セレーサ１Ｆ

日高市高萩591-4
渡辺ビル１Ｆ

八王子市中野上町5-37-2
サニーハイツ中野１Ｆ 町田市小山町3668

羽村市小作台1-15　
島田ビル2F

入間郡毛呂山町南台5-1-1
ステーションプラザ101

小平市小川東町1-34-14
小川ビル2F

西多摩郡瑞穂町武蔵１99
K-２ビル３F

東大和市上北台２-１-１９
ダイエー上北台ビル1F

あきる野市伊奈482-3
ワンダービル1F・2F

町田市木曽東１-49-20
シャルムピエスⅡ101号八王子市楢原町601-２青梅市長渕7-333

あきる野市秋川１-７-８
渡辺ビル1F

福生市本町５３　
健之会ビル４F

青梅市河辺町5-10-8
Y-Sビル

東大和市向原4-27-9 
泉長ビル1F

川崎市麻生区黒川５８３-１
ゼフィール若葉台２０１

拝島校

秋川校

福生校 河辺校 瑞穂校

小川校

武州長瀬校

小作校

狭山ケ丘校

上北台校武蔵増戸校 青梅長渕校 町田木曽中原校八王子楢原校堀之内校 八王子中野校

高萩校

高幡不動東校東秋留校 多摩境西校

☎0428-31-8033

青梅市大門３-22-７
グレース大門102号

青梅大門校

町田根岸校 東大和向原校

☎042-544-1355

昭島市田中町562-8
昭島昭和ビル3F

代進エース（昭島校）

若葉台校

☎042-760-2311

相模原市中央区上溝
５-1-23

上溝校

☎042-759-3622

相模原市中央区千代田
７-１２-６

千代田校

☎042-776-7701

相模原市中央区横山台
１-1-1

横山台校

☎042-757-7544

相模原市南区大野台
5-16-7

大野台校

☎042-985-0657

日高市原宿335-2
JR高麗川駅前

エース２（高麗川校）玉川上水校

☎042-342-3002

小平市たかの台44-8
長谷川ビル2F

たかの台校 青梅新町校西立川校立川校 金子校武蔵砂川校 多摩境校 町田常盤校武蔵村山西校
☎04-2965-7500

入間市下藤沢51-7
K・Rエコー2F

武蔵藤沢校

☎042-561-9100

武蔵村山市本町4-5-1
キョーワビル1F

武蔵村山校■代々木進学ゼミナールグループ
お問い合わせ・お申し込みはお近くの校舎まで  

代進ゼミ 検索詳しくは

2013年　夏季号（2）

他者に対する
  思いやりを！

YOYOGI SHINGAKU SEMINAR EDUCATION NEWS

 ●代進グループ各校舎は、すべて「代々木進学ゼミナール」の本部直営です。※代々木進学ゼミナールではしつこい電話勧誘は一切おこなっておりません。※代々木個別指導○○と名乗る団体とは一切関わりはございません。

就業力が育つ大学ランキング

第１位：東京外国語大学
第２位：横浜国立大学　　第３位：一橋大学
第４位：名古屋工業大学　第５位：愛知淑徳大学
第６位：東京女子大学　第７位：筑波大学
第８位：東京大学　　　第９位：上智大学
第10位：龍谷大学　　　第11位：立教大学
第12位：北海道大学　　第13位：日本女子大学
第14位：岡山大学 （日経新聞より抜粋）

ら
に「
主
体
性
」や「
積
極
性
」「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」に

は
必
要
で
す
。こ
れ
ら
の
能
力
を
つ

け
る
に
は
、教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

整
備
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。い
ま

の
学
生
た
ち
は
自
発
的
・
自
主
的
に

何
か
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で

は
な
い
よ
う
で
す
の
で
、そ
の
た
め

の
様
々
な
仕
掛
け
を
作
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。た
と
え
ば
サ
ー
ク
ル
、ク
ラ

ブ
と
い
っ
た
課
外
活
動
に
加
え
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極

的
な
支
援
体
制
を
築
き
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
な
教

育
は
十
分
で

は
な
い
と
よ

く
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
先

生
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

立
石
　
私
は
イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
て

い
る
地
域
言
語
と
し
て
の
英
語
と
世

界
企
業
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
、い
わ

ゆ
る
グ
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ（G

lobish

：

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
圏
で
は
な
い
地
域

で
の
共
通
言
語
と
し
て
の
英
語
）は

区
別
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。地
域

言
語
と
し
て
の
英
語
は
も
ち
ろ
ん
必

要
で
す
が
、企
業
活
動
で
は
細
か
な

発
音
な
ど
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
に
、い

く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
使
い
こ
な

せ
て
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
相
手

に
き
ち
ん
と
伝
わ
れ
ば
、グ
ロ
ー

ビ
ッ
シ
ュ
で
十
分
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。た
だ
し
、そ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
き
ち
ん
と
使
い
こ
な
す
た
め
に

は
、日
本
語
で
し
っ
か
り
考
え
る
力

が
必
要
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

五
十
嵐
　
私
は
中
学
３
年
の
男
の
子

を
持
つ
母
親
で
す
。昨
年
夏
か
ら
楽

天
で
は
社
内
公
用
語
が
英
語
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
。世
界
に
進
出
し
て
い
る
企
業
で

は
日
本
国
内
で
も
英
語
を
使
う
こ
と

が
必
至
な
の
か
と
ち
ょ
っ
と
戸
惑
っ

て
も
い
る
の
で
す
が
、い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

立
石
　
私
は
日
本
の
企
業
が
国
内
で

も
社
内
公
用
語
を
英
語
に
す
る
と
い

う
の
は
あ
ま
り
効
率
的
で
は
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。ま
ず
必
要
な
の

は
、社
内
全
体
が
日
本
語
で
意
思
の

疎
通
が
十
分
に
取
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。母
語
で

は
な
い
言
語
で
母
語
と
同
じ
レ
ベ
ル

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に

取
る
の
は
至
難
の
業
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
あ
る
レ
ベ
ル
で
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
、た
と
え
ば
海
外
か
ら
支
店

の
幹
部
が
来
た
場
合
な
ど
に
は
突
っ

込
ん
だ
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、そ
こ
で
は
き

ち
ん
と
英
語
を
使
い
こ
な
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。し
か
し
ま
ず
母
語
で

３
Ｘ
、E

x
p
lo

r
e

（
探
究
）
、 

Exchange

（
共
有
）、 Express

（
表

現
）が
十
分
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
先
で
し
ょ
う
。

世
界
教
養
・

  

専
門
知
識
・
想
像
力

石
川
　
東
京
外
大
の
使
命
で
あ
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」を
す
る

た
め
に
何
が
必
要
で
あ
る
と
お
考
え

で
す
か
。

立
石
　
さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
た「
世

界
教
養
」と「
専
門
的
知
識
」を
学
生

た
ち
が
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
と
い

う
学
習
の
成
果
に
加
え
て
、こ
れ
か

ら
の
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
に

不
可
欠
な
の
は
、「
他
者
に
対
す
る
思

い
や
り
」で
あ
り
、そ
う
し
た
思
い
や

り
を
持
つ
た
め
に
は
豊
か
な「
想
像

力
」が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
の
好

き
な
言
葉
の
ひ
と
つ
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。「
会
っ
た
こ
と
も

な
い
人
々
の
人
権
を
守
る
た
め
に

は
、想
像
力
が
必
要
で
す
。想
像
力
を

持
て
る
の
は
人
間
だ
け
で
あ
り
、生

き
て
い
る
範
囲
を
広
い
も
の
に
し
ま

す
」（
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
）

　

こ
う
し
た「
想
像
力
」を
持
ち
、さ

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
国
際
交
流

会
館
は
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
居
住

施
設
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
１
・
２
号

館
に
加
え
て
こ
の
４
月
に
は
３
号
館
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
３
号
館
で

は
、お
も
に
地
方
出
身
の
日
本
人
学
生

と
海
外
か
ら
の
留
学
生
が一緒
に
生
活

す
る
た
め
、国
際
交
流
が
日
常
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　

  

学
内
行
事

嶋
田
　
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の

交
流
と
い
う
こ
と
で
は
、５
月
末
の

朝
日
新
聞
で「
学
内
ボ
ー
ト
大
会
」の

記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。１
９
０
２

（
明
治
35
）年
か
ら
始
め
ら
れ
、今
年

で
１
０
０
回
目
を
迎
え
た
と
の
こ
と

で
す
が
、す
ご
い
伝
統
で
す
ね
。昨
年

か
ら
は
約
６
０
０
名
い
る
留
学
生
か

ら
の
チ
ー
ム
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
ね
。

立
石
　
は
い
。こ
の
行
事
は「
学
内
競

漕
大
会
」と
い
い
ま
し
て
、毎
年
５
月

下
旬
に
埼
玉
県
戸
田
市
に
あ
る
戸
田

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
１

年
生
を
中
心
に
約
１
、０
０
０
名
の

学
生
が
集
う
行
事
で
す
。過
去
に
は

様
々
な
社
会
事
情
で
何
度
か
中
断
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で

は
、世
界
各
国
か
ら
来
た
き
わ
め
て

優
秀
な
国
費
留
学
生
と
日
本
人
学
生

が
交
流
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。昨
年
か
ら
留
学
生

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
行

事
は
、控
え
め
な
日
本
人
学
生
が
留

学
生
と
知
り
合
う
貴
重
な
機
会
に

な
っ
て
お
り
、東
京
外
大
ら
し
い
華

や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
好
評

で
す
。

五
十
嵐
　
東
京
外
大
に
は
他
に
ど
の

よ
う
な
行
事
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

立
石
　
11
月
に
は
約
１
週
間
に
亘
っ

て「
外
語
祭
」と
呼
ば
れ
る
大
学
祭
が

あ
り
ま
す
。他
大
学
の
大
学
祭
が
２
、

３
日
で
終
わ
る
の
と
比
べ
、本
学
の

大
学
祭
は
倍
以
上
あ
り
ま
す
。外
語

祭
の
最
大
の
特
徴
は「
多
言
語
・
多
文

化
」で
す
が
、そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が

外
語
祭
の
一
番
の
目
玉
で
あ
る「
語

劇
」で
す
。

　
「
語
劇
」は
２
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
、各
自
が
専
攻
す
る
言
語
で
上
演

す
る
演
劇
で
こ
ち
ら
も
１
０
０
年
の

歴
史
が
あ
り
、東
京
外
大
の「
無
形
文

化
遺
産
」的
な
存
在
で
す
。新
し
い
展

開
と
し
て
大
学
祭
時
だ
け
で
な
く
、

大
使
館
や
留
学
生
の
会
で
の
上
演
や

イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で
の
海

外
公
演
も
行
い
、内
外
の
マ
ス
コ
ミ

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。大
学
は「
語
劇
」を
学
生
の
自
主

性
の
涵
養
だ
け
で
は
な
く
語
学
教
育

の
一
環
と
し
て
と
ら
え「
課
外
活
動
、

語
劇
等
支
援
室
」を
設
置
し
て
全
学

的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
多
言
語
」の
象
徴
が「
語
劇
」な
ら

ば
、「
多
文
化
」の
象
徴
は
実
に
多
彩

な
世
界
の「
料
理
店
」で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
あ
る
回
廊
に

は
各
言
語
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
が

開
く
料
理
店
が
屋
台
を
連
ね
ま
す
。

珍
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
看
板
、民

族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
店
員
、見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
文
字
で
書
か
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
、そ
し
て
、そ
れ
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
実
際
に
料
理
を
口
に
す

れ
ば
、と
き
に
は
一
度
も
体
験
し
た

こ
と
も
な
い
珍
味
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。料
理
の
体
験
も
貴
重

な
文
化
の
入
口
で
す
。

　
「
多
文
化
」は
料
理
店
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。研
究
講
義
棟
と
呼
ば
れ
る

建
物
の
中
で
は
、フ
ラ
メ
ン
コ
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
舞
踊
、あ
る
い
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
舞
踊
や
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
と

い
っ
た
世
界
の
民
族
舞
踊
を
学
生
た

ち
が
披
露
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん

ゼ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
や
研
究
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
よ
る
研
究
成
果
を
発
表
す
る

企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、外
語
祭
は
、

わ
ず
か
な
空
間
を
移
動
す
る
だ
け

で
、世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
事
象

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

「
就
業
力
」

　

ラ
ン
キ
ン
グ
№
１

嶋
田
　
先
日
の
日
経
新
聞
に
よ
る

と
、就
職
・
転
職
支
援
の
日
経
Ｈ
Ｒ
が

今
年
も
大
学
生
を
対
象
に「
学
業
」

「
課
外
活
動
」「
交
友
関
係
」「
就
業
観
」

の
４
分
野
か
ら
な
る「
学
生
生
活
充

実
度
調
査
」を
昨
年
11
月
〜
今
年
４

月
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

４
７
０
大
学
、約
４
、５
０
０
名
の
大

学
生
に
実
施
し
た
よ
う
で
す
ね
。そ

の
結
果
、東
京
外
大
は「
就
業
力
」

ト
ッ
プ
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
就
業
力
」と
い
う
言
葉
は
文
科
省

が
２
０
１
０
年
度
に「
大
学
生
の
就

業
力
育
成
支
援
事
業
」の
中
で
使
い

始
め
た
言
葉
で「
学
生
が
卒
業
後
に

自
ら
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、社
会
的
・

職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な

能
力
」な
ど
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
そ

う
で
す
。学
生
時
代
に
身
に
つ
け
た

「
主
体
性
」や「
協
調
性
」は
、社
会
人

に
必
要
な
能
力
と
し
て
企
業
が
注
目

す
る
と
こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。前
学
長
の
亀
山
先
生
と
の
本
紙

上
で
の
対
談
時
も
や
は
り
ト
ッ
プ
を

と
っ
て
お
ら
れ
、編
集
後
記
で
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、３
年
連
続

と
い
う
の
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
ラ
ン
キ
ン
グ
を
こ
の
記

事
の
最
後
に
掲
載
致
し
ま
す（
詳
し

く
は「
親
と
子
の
か
し
こ
い
大
学
選
び

２
０
１
４
年
版
」日
経
Ｈ
Ｒ 

参
照
）。

高
谷
　
立
石
先
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
必
要
な
も
の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た「
主
体
性
」「
積
極
性
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」「
他
者
に
対
す

る
思
い
や
り
」な
ど
は
、社
会
人
と
し

て
企
業
が
求
め
る「
主
体
性
」や「
協

調
性
」と
も
重
な
り
ま
す
。そ
し
て
こ

れ
ら
の
力
は
、塾
で
受
験
の
勉
強
だ

け
を
し
て
い
た
の
で
は
な
か
な
か
身

に
つ
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、私
ど
も
で

は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
夏
に
５
泊
か
ら

最
大
10
泊
す
る
夏
期
合
宿（
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
）を
行
い
、小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
約
６
０
０
人
が
長
野
県
の

野
沢
温
泉
村
で
共
同
生
活
を
す
る
中

で
こ
れ
ら
の
力
を
養
成
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。受
験
生
は
勉
強
が
中
心

に
な
り
ま
す
が
、受
験
で
は
な
い
生

徒
た
ち
は
自
然
体
験
や
野
外
活
動
な

ど
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。今
年

は
早
稲
田
大
学
と
こ
ち
ら
東
京
外
国

語
大
学
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
ご

参
加
頂
き
、子
ど
も
た
ち
に
異
文
化

体
験
を
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

立
石
　
そ
の
よ
う
な
様
々
な
体
験
を

子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
る
こ
と
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
大
学

入
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
は
ク
ラ
ブ

活
動
や
課
外
活
動
な
ど
様
々
な
体
験

を
し
、体
力
や
知
力
や
人
間
力
を
つ

け
る
こ
と
と
母
語
で
学
ぶ
力
を
つ
け

る
工
夫
を
し
て
き
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。東
京
外
大
で
は
言

葉
や
異
文
化
に
強
い
関
心
を
持
ち
、

ガ
ッ
ツ
の
あ
る
皆
さ
ん
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

佐
藤
　
先
生
の
ご
専
門
は
西
洋
史
・

ス
ペ
イ
ン
地
域
研
究
だ
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。と
て
も
お
忙
し
い
毎
日
か

と
思
い
ま
す
が
、余
暇
は
ど
う
過
ご

さ
れ
て
い
る
の
か
、ま
た
、子
ど
も
た

ち
に
お
薦
め
の
本
な
ど
が
あ
れ
ば
最

後
に
教
え
て
下
さ
い
。

立
石
　
う
ま
く
休
み
が
取
れ
た
時
は

北
軽
井
沢
の
山
荘
に
行
き
、庭
で
火

を
起
こ
し
て
パ
エ
リ
ャ（
ス
ペ
イ
ン

風
炊
き
込
み
ご
飯
）を
作
り
美
味
し

い
ワ
イ
ン
を
飲
む
の
が
最
高
の
気
晴

ら
し
で
す
。子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
は
、

セ
ル
バ
ン
テ
ス『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

（
岩
波
文
庫
）、遅
塚
忠
躬『
フ
ラ
ン
ス

革
命
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）を
ぜ

ひ
読
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

嶋
田
　
本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東京外国語大学 学長室にて


